平成17年度外国語学部授業科目概要の作成要領
東京外国語大学教務課

	授業科目名
	総合科目Ⅵ（火５）
	担当教官名
	酒井啓子

	授業題目名
	国際関係の中の中東－湾岸地域を中心に

	授業の目標
中東、特に湾岸地域は過去四世紀にわたって国際政治の焦点となってきた。この地域の国際政治上の位置づけを歴史的に解読することで、西欧諸国の植民地政策、米ソ冷戦構造、ポスト冷戦期の国際政治構造を理解する。
教材・参考書等
参考書として、酒井啓子「イラクとアメリカ」（岩波新書）、立山良司「中東―ニュースを現代史から理解する    国際情勢ベーシックシリーズ」（自由国民社）など。授業中はできれば世界史地図（山川出版社「世界史地図」など）を適宜携行することが望ましい。
成績評価の方法
期末に試験を実施。また受講人数によって、授業途中で小論文の提出あるいは口頭報告を求める場合もある。
受講上の注意
英文のニュース記事を読める能力を有すること。またインターネットへのアクセスができること。

	授業の内容・計画
授業は、以下のテーマに従って、講義を行う。

①ヨーロッパ諸国の湾岸地域進出

②イギリスの湾岸地域支配

③米ソ冷戦期の湾岸地域政治

④石油政策と湾岸諸国の対西欧諸国関係

⑤イスラーム主義の台頭と米の湾岸戦略
⑥湾岸戦争からイラク戦争まで

⑦湾岸地域の対米関係の現状

その間に、受講人数によっては、適宜ビデオや論文などを教材として、理解を深めるために討議を行うことも考えている。


